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【
凡
例
】

一
、
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
、
大
蔵
流
『
間
習
分
』（
五
〇
12
）
を
翻
刻
す
る
。

一
、�

翻
刻
は
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
印
刷
の
制
約
や
通

読
の
便
宜
を
考
慮
し
、
左
の
方
針
に
従
っ
た
。

１
、�

漢
字
の
異
体
字
や
旧
字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
や
新
字
体

に
改
め
た
。
た
だ
し
、「
哥
」「
嶋
」
な
ど
の
若
干
の
異
体
字
、

「
龍
」
な
ど
の
若
干
の
旧
字
体
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

２
、�

変
体
仮
名
は
通
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
。
片
仮
名
・
平
仮
名
の
別
は
、

原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
平
仮
名
文
の
中
で
使

用
さ
れ
る
「
ニ
「
ハ
」「
ミ
」
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
底
本
は
セ
リ

フ
を
漢
字
と
平
仮
名
で
、
型
付
を
漢
字
と
片
仮
名
で
表
記
す
る
こ
と

が
多
い
。
こ
の
傾
向
に
合
わ
せ
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
、
ま
た
平
仮

名
を
片
仮
名
に
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

３
、
濁
点
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

４
、
必
要
に
応
じ
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

５
、�

セ
リ
フ
の
冒
頭
に
あ
る
「
乁
」
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
底
本
に

「
乁
」
が
な
い
場
合
は
、
空
格
を
設
け
た
。

６
、
振
り
仮
名
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

７
、�

校
訂
者
の
注
記
は
（　

）
で
囲
ん
だ
。
明
ら
か
な
誤
字
は
右
に
（
マ

マ
）
と
記
し
た
。
た
だ
し
、「
太
郎
官
者
」
等
の
当
て
字
に
は
、
何

も
記
さ
な
か
っ
た
。
通
読
に
困
難
な
宛
字
に
は
、
推
定
さ
れ
る
読
み

方
を
傍
記
し
た
。

８
、
詞
章
の
引
用
箇
所
に
は
「　

」
を
付
し
た
。

９
、�

底
本
の
割
注
部
分
は
割
注
と
せ
ず
、
文
字
の
大
き
さ
で
他
の
部
分
と

区
別
し
た
。

10
、�

翻
刻
は
岩
崎
雅
彦
が
行
い
、
補
正
等
全
体
の
表
記
の
統
一
を
西
村

聡
・
深
澤
希
望
が
行
っ
た
。

11
、
解
題
は
深
澤
希
望
が
執
筆
し
た
。

�

（
岩
崎
雅
彦
）
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【
翻
刻
】

間　

習
分　
（
表
紙
）

白
楽
天　
　
　
　

鶯
蛙

加
茂　
　
　
　
　

御
田

舟
弁
慶　
　
　
　

舟
哥

邯
鄲　
　
　
　
　

傘
ノ
習

衣
装
附
事

白
髭　
　
　
　
　

道
者

養
老　
　
　
　
　

薬
水

嵐
山　
　
　
　
　

猿
聟

輪
蔵　
　
　
　
　

鉢
扣

石
橋　
　
　
　
　

間

望
月　
　
　
　
　

間

江
ノ
嶋　
　
　
　

道
者

白
楽
天　
　
　
　

鶯
蛙

来
序

乁
ケ
様
に
候
者
は
大
和
の
国
葛
城
山
に
住
鶯
の
精
に
而
候
。
イ
ヤ
是
へ
出

た
る
も
の
は
、
い
か
成
者
ぞ
。　

乁
某
は
津
の
国
住
吉
の
浜
に
住
蛙カ

ハ
ツ

の
精
に

て
有
よ
。　

夫
は
い
か
様
成
子
細
有
て
是
へ
は
出
ら
れ
た
る
ぞ
。　

唯
今
出
た

る
事
余
の
儀
に
て
も
な
し
。
唐
の
太
子
の
賓
客
白
楽
天
、
日
本
の
知
恵
を
は
か

ら
ん
為
此
土
に
渡
り
、
肥
前
の
松
浦
か
沖
に
舟
か
着
た
。
左
有
に
依
、
住
吉
の

明
神
、
我
朝
の
知
恵
を
は
か
ら
れ
て
は
い
か
ゝ
と
思
召
、
漁
夫
の
姿
と
現
し
出

向
ひ
給
ひ
、
楽
天
と
色
々
御
問
答
有
て
、
唐
に
詩
を
作
て
遊
ふ
と
て
楽
天
は
詩

を
つ
く
る
。
明
神
は
日
本
に
は
哥
を
詠
み
候
と
て
御
歌
を
よ
み
給
ひ
け
れ
は
、

白
楽
天
肝
を
つ
ぶ
し
、
扨
は
汝
こ
と
き
の
賤
き
者
も
哥
を
詠
み
候
か
と
申
せ
は
、

明
神
の
御
返
答
に
は
、
我
等
こ
と
き
の
者
は
申
す
に
及
、
水
に
す
め
る
蛙
迄
も

歌
を
詠
と
御
申
あ
り
た
る
に
よ
り
、
若
し
楽
天
其
證シ

ヨ
ウ
コ拠

を
と
尋
る
な
ら
は
返
答

致
う
と
存
て
出
て
お
り
や
る
か
、
扨
又
そ
な
た
は
い
か
様
成
者
そ
。　

乁
某
は

大
和
の
国
葛
城
山
に
住
鶯
の
精
成
か
、
其
方
の
云
如
く
某
も
鶯
の
哥
を
詠
と
明

神
被
仰
た
に
よ
つ
て
、
若
其
證シ

ヨ
コ拠

を
尋
る
な
ら
は
返
答
仕
れ
と
葛
城
明
神
よ
り

仰
付
ら
れ
候
間
、
是
迄
出
て
有
よ
。
扨
其
方
の
哥
を
詠
と
有
子
細
か
聞
た
う
お

り
や
る
。　

乁
中
々
語
て
聞
せ
う
。
古
へ
壱
岐
の
守
紀
の
吉ヨ

シ

実サ
ネ

と
い
ふ
人
、
住

吉
へ
参
詣
あ
り
し
に
木
の
元
に
美
し
き
女
、
今
は
思
ふ
事
有
、
重
ね
て
爰
に
来

り
給
へ
と
云
け
る
程
に
、
左
有
は
と
て
た
か
い
に
別
れ
ぬ
。
吉
実
約
束
の
如
来

り
て
待
給
へ
共
、
女
の
俤
も
見
ゑ
す
し
て
真
砂
の
上
を
蛙
の
は
ひ
廻
り
け
る
。

其
跡
を
み
れ
は
三
十
一
文
字
有
て
詠
み
て
見
れ
は
、
住
吉
の
は
た
の
み
る
め
も

わ
す
れ
ぬ
は
古
へ
人
に
又
と
わ
れ
け
り
と
云
哥
有
。
是
正
敷
事
な
り
。
某
は
其

蛙
の
子
孫
に
て
候
に
よ
り
是
迄
出
て
有
。
さ
ら
は
旁
の
證
拠
を
も
聞
た
う
お
り
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や
る
。　

乁
中
々
語
て
聞
せ
う
。
人
皇
四
十
六
代
孝コ

ウ

謙ケ
ン

天
皇
の
御
宇
に
葛
城
山

に
一
人
僧
有
り
。
弟
子
を
先
立
深
な
け
く
。
三
年
過
て
春
、
軒
端
の
梅
に
鶯
の

来
て
鳴
声
を
聞
け
は
、
初シ

ヨ
ヤ
ウ陽

毎マ
イ

朝チ
ヨ
ウ
ラ
イ来

、
不フ

ソ
ウ
ゲ
ン
ポ
ン
セ
イ

相
還
本
梄
と
鳴
。
文
字
に
写
し
て

み
れ
は
、
初
は
る
の
あ
し
た
こ
と
に
は
来
れ
共
あ
わ
で
そ
帰
る
元
の
す
み
か
に

と
い
ふ
哥
也
。
則
明
神
此
哥
を
引
て
仰
ら
れ
た
に
よ
つ
て
、
某
も
鶯
の
子
孫
な

れ
は
、
是
迄
出
て
有
よ
。　

乁
尤
し
や
。
去
な
か
ら
證
拠
に
も
及
ず
。
白
楽
天

は
帰
る
と
云
。
夫
な
ら
は
あ
れ
へ
行
に
及
ず
。
此
様
な
目
出
度
事
は
有
ま
い
。

い
さ
目
出
度
一
さ
し
舞
て
帰
う
。　

乁
一
段
と
よ
か
ろ
う
。

諷
乁
岸
田
の
蛙
鳴
す
さ
み
、
種
ま
く
哥
の
心
か
な　
三
段
舞　
二
人

乁
住
の
江
の
、

〳
〵
、
岸
田
の
蛙
な
き
け
れ
は　
シ
テ

乁
枝
に
鳴
鶯
梢
に
上
り　
二
人

乁
諷
か
な

で
是
迄
成
と
て
鶯
蛙
、
〳
〵
は
、
す
み
か
〳
〵
に
帰
り
け
り

御
田　
　
　
　

社
人
出
立

来
序

乁
是
は
都
加
茂
の
明
神
に
仕
え
申
神
職
の
者
に
て
候
。
誠
に
申
迄
も
御
座

な
き
御
事
な
れ
共
、
我
朝
は
小
国
と
は
申
せ
共
、
神
国
に
て
あ
れ
は
仏
法
繁
昌

仕
、
何
事
も
目
出
度
御
国
に
而
候
。
ケ
様
の
御
事
も
国
々
在
々
所
々
に
霊
神
数

多
地
を
し
め
て
御
座
有
故
也
。
中
に
も
当
社
の
御
事
は
霊
神
に
て
ま
し
ま
す
と

云
。
王
城
の
鎮
守
に
て
天
下
を
守
り
給
ふ
御
事
也
。
去
程
に
当
社
に
お
ゐ
て
御

神
事
数
多
御
座
候
中
に
も
、
今
月
今
日
の
御
神
事
を
御
田
植
の
御
神
事
と
申
て
、

取
分
子
細
目
出
度
御
神
拝
に
て
候
。
漸
時
分
に
成
て
候
か
、
い
ま
た
早
乙
女
達

の
出
ら
れ
ぬ
。
急
て
呼
出
し
神
拝
を
調
へ
申
さ
は
や
と
存
る
。

い
か
に
早
乙
女
達
、
何
と
て
遅
り
給
ふ
そ
。
と
う
〳
〵
出
ら
れ
候
へ
や
。　
笛

の
先
ニ
居
。
サ
カ
リ
ハ
。
女
立
衆
出
ル
。
一
ノ
松
ニ
て
太
コ
頭
聞
テ　
頭

乁
神
山
の　
立
衆

乁

〳
〵
、
加
茂
も
川
波
豊
な
る
、
み
と
し
ろ
お
田
を
植
ん
と
て
早
乙
女
の
袖
を
つ

ら
ね
、
笠
の
端
を
な
ら
べ
つ
れ
、
い
さ
御
田
植
を
急
か
ん
、
〳
〵
。　
又
サ
カ
リ

羽
ニ
て
舞
台
一
遍
廻
り
、
一
ノ
松
ニ
留
り
、
頭
聞
テ
、　

乁
苗
代
の
、
〳
〵
、
と
ろ
ら
と
な

ら
し
す
ま
し
つ
ゝ
、
水
も
豊
に
水
口
を
祭
り
納
る
神
の
御
田
、
〳
〵
、
実
の
る

も
程
な
か
り
け
り
、
〳
　〵
シ
テ
立
テ　

あ
ら
ふ
し
き
や
、
囃
子
物
の
音
か
す
る
。

ヤ
レ
〳
〵
、
早
乙
女
達
の
目
出
度
と
思
は
れ
て
、
囃
物
て
出
ら
れ
た
。
扨
々
面

白
い
事
し
や
。
な
ふ
〳
〵
早
乙
女
達
、
目
出
度
御
代
な
れ
は
、
当
年
は
い
つ
よ

り
も
き
れ
ひ
に
出
立
て
殊
に
囃
物
て
お
出
や
つ
た
の
。　

乁
其
事
て
お
り
や
る
。

目
出
度
折
柄
な
れ
は
、
若
ひ
衆
を
と
も
な
ひ
随
分
花
や
か
に
出
立
、
神
拝
を
調

う
と
思
ふ
て
囃
子
物
て
出
て
お
り
や
ら
し
ま
す
は
。　

乁
近
比
目
出
度
お
り
や

る
。
左
有
は
時
分
も
能
く
候
へ
ば
、
水
口
を
祭
り
て
御
田
を
植
さ
せ
申
う
。

皆
々
其
間
に
拵
を
召
れ
い
や
。　

中
々
水
口
を
祭
ら
せ
ら
れ
い
。　

心
得
た
。　

シ
テ
ク
ツ
ロ
キ
、
タ
ス
キ
懸
、
ヱ
ブ
リ
持
。　

乁
参
ら
せ
候
、
〳
〵
、
夫
年
の
年
号
は
よ
き
年
号
、
始
つ
て
白
銀
の
花
咲
、
金

の
実
な
り
、
ひ
ら
き
人
物
和
合
す
る
時
を
以
て
、
う
や
ま
つ
て
申
、
夫
春
の
棚

お
ろ
し
は
す
く
な
ふ
候
共
、
秋
に
な
ら
は
、
町
町
に
千
束
、
町
に
万
束
た
る
へ

し
と
祭
り
納
め
て
声
を
上
、

乁
田
植
ひ
早
乙
女
、
う
ゑ
い
〳
〵
早
乙
女　

乁
目
出
度
御
田
植
に
苗
代
に
お
り

立　

乁
お
り
立
て
、
〳
〵
、
田
植
い
早
乙
女
、
笠
買
う
て
着
せ
う
そ　

笠
買
ふ

て
た
ぶ
る
な
ら
は
、
〳
〵
、
猶
も
田
を
は
植
う
よ　

い
か
に
早
乙
女
、
富
岡
山

に
白
玉
椿
の
花
の
咲
た
見
よ
か
し　

乁
八
千
代
を
重
ね
て
咲
た
る
そ
目
出
度　

乁
早
苗
と
る
と
て
手
を
取
そ
お
か
し
き　

乁
取
た
ら
は
大
事
か
若
い
時
の
習
ひ

よ　

乁
早
苗
取
る
山
田
の
か
け
ひ
も
り
に
け
り　

乁
引
し
め
縄
に
露
ぞ
か
ゝ
り
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た
る
、
五
月
の
早
女
房
と
春
の
鶯
と　

乁
声
く
ら
へ
せ
う
春
の
鶯
と　

乁
い
か

に
早
乙
女
、
化
粧
文
か
ほ
し
い
か　

乁
け
そ
う
文
を
た
ふ
な
ら
は
嘸
な
嬉
し
か

ら
ま
し　

け
さ
う
ぶ
み
取
つ
た
り
と
何
に
せ
う
そ
美
目
わ
る　

乁
つ
ら
に
く
ゐ

男
の
ゆ
ふ
た
事
の
腹
立　

乁
誠
に
腹
が
立
な
ら
は
水
鏡
を
見
よ
か
し　

乁
早
乙

女
の
影
う
つ
す
苗
代
の
す
み
〳
〵
の
水
は
鏡
か
は　

乁
鏡
は
見
た
れ
共
、
顔
は

よ
ご
れ
た
り　

乁
顔
は
よ
ご
れ
た
り
共
、
お
も
ふ
人
は
持
た
り　

乁
い
か
に
早

乙
女
、
加
茂
の
神
山
に
花
の
咲
た
見
た
る
か　

乁
実
き
つ
と
見
た
れ
は
金
の
花

も
咲
た
り　

乁
お
ゝ
目
出
度
や　

乁
目
出
度
や　

乁
実
目
出
度
か
り
け
る
、
誠

に
目
出
度
か
り
け
る　

乁
目
出
度
御
代
に
は
千
千
代
万
千
代
富
ふ
れ
り　
女
入　

ふ
れ
り
や
〳
〵
と
み
ふ
れ
り　
シ
ヤ
キ
リ
ト
メ

舟
哥
之
事

如
常
舟
ニ
乗
リ
大
小
ア
シ
ラ
イ
。
文
句
モ
常
如
ニ
而
、「
扨
武
蔵
殿
に
所
望
申

度
事
の
候
」「
何
事
に
而
候
ぞ
」「
一
と
し
一
ノ
谷
に
而
御
手
柄
有
し
○

　
　

鉄
界
か
峯
に
而
御
手
柄
有
し

　
　

阿
波
の
渡
り
に
て
御
手
柄
有
し

右
ワ
キ
流
義
に
よ
り
三
通
り
有
よ
し
。
聞
合
す
べ
し
。

○
様
躰
御
物
語
有
て
御
聞
せ
候
へ
」「
夫
社
安
き
事
に
て
候
」　

ワ
キ
語
有
テ　

「
近
比
い
さ
ま
し
き
御
物
語
り
に
て
候
」「
又
舟
頭
殿
に
所
望
申
度
事
の
候
」

「
何
事
に
而
候
そ
」　

舟
哥
好
ム　
「
夫
社
心
安
き
事
に
て
候
。
君
の
御
門
出
目

出
度
諷
候
べ
し
」

和
中

乁
や
ら
。
目
出
度
。
目
出
度
や
な
。
御
代
も
。
納
り
。
波
風
。
静
に
。
か

さ
し
の
花
も
。
波
。
た
ゝ
ず
し
て
。
漕
よ
せ
ん
や
そ
ふ
よ
の　
上

乁
顕
れ
て

〳
〵
。
い
つ
か
わ
君
に
逢
竹
の
。
ま
く
ら
。
な
ら
へ
ん
。
や
よ
か
り
も
そ
ふ
よ

の
。
や
よ
か
り
も
そ
ふ
よ
の　
如
常
諷
う
ト
心
得
へ
し
。　

乁
い
わ
ふ
心
は
万
歳
楽

大
小
ハ
謡
前
ニ
留
ル
。
又
諷
済
ト
打
懸
ル
ト
「
ハ
ア
今
迄
見
へ
な
ん
た
か
、
向
う
山
に
い
や
な
雲

か
出
た
」
ト
懸
ル
也
。

右
正
シ

邯
鄲　
　
　
　

傘
之
習

シ
テ
楽
屋
よ
り
日
傘
サ
シ
出
ル
。
如
常
次
第
道
行
有
。
案
内
乞
。
如
常
請
テ

「
安
間
の
事
御
宿
を
参
ら
せ
う
す
る
に
而
候
」
ト
云
テ
直
ニ
「
童
御
か
さ
を
預

候
へ
し
」
ト
云
ト
太
夫
傘
ヲ
ス
ホ
メ
渡
ス
。
狂
受
取
テ
「
さ
ら
は
奥
の
間
へ
御

通
り
候
へ
」
と
云
。
太
夫
静
に
通
ル
。
狂
傘
ヲ
間
座
ニ
ヲ
キ
床
木
持
出
テ
後
ニ

廻
リ
「
先
是
ニ
お
腰
を
召
れ
候
へ
」
と
云
テ
如
常
懸
合
有
テ
「
粟
の
飯
を
拵
へ

て
参
ら
せ
う
す
る
に
て
候
」
ト
云
テ
直
ニ
「
や
あ
〳
〵
お
旅
人
の
」
ト
云
。
済

テ
床
木
取
間
座
ニ
居
ル
。
扨
乁
望
叶
へ
て
帰
り
け
り
」
ト
、
シ
テ
柱
先
ニ
テ
留

メ
テ
橋
向
。
其
前
に
立
テ
間
傘
ヲ
持
出
。
シ
テ
柱
先
ニ
而　
下
音
ニ
而
「
さ
ら
は

御
傘
を
参
ら
せ
候
へ
し
」
ト
云
ト
、
シ
テ
団
腰
に
サ
ス
。
其
間
ニ
狂
傘
ヲ
ヒ
ロ

ゲ
渡
ス
。
シ
テ
傘
ヲ
サ
ス
ヲ
ミ
テ　
下
音
「
又
こ
そ
御
入
候
へ
や
」
ト
云
。
シ

テ
「
祝
着
申
候
」
ト
云
テ
入
ル
。
シ
テ
跡
よ
り
同
幕
ニ
テ
入
シ
也
。　
　
　
此

下
音
之
事
ハ
謡
ノ
留
メ
下
音
ニ
而
留
ル
。
夫
に
調
而
合
ス
や
う
と
の
事
也
。

右
傘
乃
邯
鄲
の
儀
は
文
政
四
年
巳
十
二
月
廿
四
日
、
於
椛

（
マ
マ
）御

殿
江
戸
北
流
隠

居
喜
多
寿
山
老
人
七
拾
七
才
相
勤
ら
れ
、
間
弥
三
郎
相
勤
候
。
当
日
切
幕
切
迄
他
へ

沙
汰
間
敷
由
被
申
聞
。
尤
此
方
も
古
書
置
習
の
衣
装
も
有
様
傘
伝
候
間
、
寿
山

老
に
聞
合
候
処
、
置
鼓
の
儀
は
家
元
と
し
な
ら
て
は
相
勤
り
不
申
、
勿
論
習
の
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所
は
狂
言
は
只
常
の
間
ト
心
得
相
勤
可
申
と
の
事
故
其
分
に
相
勤
申
候
。
併
シ

枕
は
持
な
り
に
終
。
此
邯
鄲
の
枕
と
な
り
て
候
と
書
申
候
。
寿
山
老
人
も
此
度

始
メ
而
也
と
被
申
候
。

鶯
蛙

　
シ
テ
鶯　
　
　

�

着
付
ス
リ
箔
。
紅
ノ
大
口
。
長
絹
。
葛
。
乙
面
。
天
冠
上
ニ
鶯
梅

花
枝
作
ル
。
黒
骨
扇
子
。
又
唐
折
。
坪
折
ニ
テ
モ
。
下
袴
吉
。

　
　

蛙　
　
　

�

厚
板
。
半
被
。
半
切
。
黒
垂
。
蛙
龍
台
ニ
作
る
。
又
下
袴
ソ
ハ

次
ニ
テ
モ
。
ケ
ン
ト
ク
面
。
白
骨
扇
。

白
髭
道
者

　
　

シ
テ　
　

能
力
出
立
。
舟
作
リ
物
、
舟
弁
慶
の
通
。

　
　
　
　
　
　

但
シ
シ
テ
方
ハ
小
形
吉
。
中
ノ
間
ニ
乗
コ
キ
出
ス
。

　
　

舟
頭　
　

狂
言
上
下
ニ
テ
モ
。
又
羽
織
ニ
テ
モ
。

　
　

立
頭　
　

懸
す
お
ふ
出
立
。
括
袴
。

　
　

立
衆　
　

半
上
下
。
モ
キ
ト
ウ
。
十
徳
。
イ
ロ
〳
〵
有
へ
し
。

　
　

鮒　
　
　

厚
板
。
半
ヒ
。
半
切
。
黒
垂
。
鮒
龍
台
ニ
作
る
。
扇
子
。

　
　

シ
テ　
　

シ
ヤ
ク
腰
ニ
サ
シ
出
ル
。
ウ
ス
キ
杓
ヨ
シ
。

御
田

　
　

社
人
出
立　
　

�

箔
。
黄
水
衣
。
括
袴
。
ナ
シ
打
。
調
渡
懸
。
扇
子
。
ヱ
ブ

リ
。
タ
ス
キ
。
葛
帯
。

　
　

女
頭　
　

如
常
出
立
。
ヌ
リ
笠
キ
ル
。

　
　
　
　
　
　

作
リ
物　

松
葉
入
用
。

　
　
　
　
　

後
ニ
用
意
之
時　

笠
取
右
ノ
カ
タ
ヌ
グ
。

薬
水

　
シ
テ
祖
父　
　

�

下
ニ
箔
ふ
り
袖
。
腰
巻
ニ
テ
モ
。
か
つ
ら
。
平
元
結
。
下
ニ
白

袴
紅
サ
ス
。
上
ニ
格
子
厚
板
。
角
帽
子
。
祖
父
面
。
末
広
扇
白

骨
。
杖
突
。
腰
帯
。

　
　

ア
ト　
　

二
人
か
三
人
吉
。
懸
素
袍
出
立
。
少
刀
。

猿
聟

　
　

舅
猿　
　

頭
カ
ル
サ
ン
キ
ル
。
の
し
め
。
侍
烏
帽
子
。
素
袍
。
少
刀
。

　
　
　
　
　
　

惣
而
常
の
聟
物
出
立
。
頭
皆
々
カ
ル
サ
ン
着
テ
面
。

　
　

太
郎
官
者　
　

同

　
シ
テ
聟　
　
　

懸
素
袴

（
マ
マ
）。
括
袴
。
少
刀
。
小
結
烏
帽
子
也
。

　
　

姫　
　
　

乙
猿
。
葛
。
平
元
結
。
ふ
り
袖
。
箔
帯
。

　
　

立
衆　
　

皆
々
半
上
下
。
太
刀
持
壱
人
。
留
メ
ニ
樽
持
猿
。
常
の
猿
出
立
。

　
　
　
　
　
　

笠
キ
テ
モ
。
樽
荷
棒
ニ
テ
荷
出
ル
。

幷
様

　
　

聟　
　

姫　
　

太
刀
持　
　

立
衆　
　

樽
持

　
　
　

右
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鉢
扣

　
　

頭

　
　

立
衆

　
　

ふ
く
へ
の
神　
　

乙
ふ
く
れ
面
。
狩
衣
。
半
切
。

白
髭
道
者　
　
　
　

能
力
出
立

来
序

乁
ケ
様
に
候
者
は
江
州
白
髭
の
明
神
に
仕
え
申
神
職
の
者
に
而
候
。
誠
に

申
に
及
ぬ
御
事
な
れ
共
、
我
朝
は
小
国
と
は
申
せ
共
、
神
国
に
而
仏
法
繁
昌
し

て
目
出
度
御
国
に
而
候
。
是
と
申
も
当
社
の
御
事
は
後
五
百
歳
よ
り
今
に
至
迄

霊
験
あ
ら
た
成
御
神
に
て
候
。
去
程
に
当
社
に
我
等
如
き
の
者
数
多
候
か
、
当

社
と
伊
崎
の
明
神
と
の
上ウ

ハ
ブ
キ葺

を
致
う
す
る
と
て
勧
進
の
為
国
々
へ
罷
出
候
。
此

海
上
を
我
等
て
請
取
て
勧
進
を
致
う
と
存
る　
ト
云
テ
舟
ヲ
楽
屋
ヘ
取
ニ
入
、
乗
テ
押
テ

出
ル
。
腰
ニ
杓
サ
ス
。

ヱ
イ
、
〳
〵
、
〳
　〵

乁
今
日
は
一
段
の
日
和
に
て
候
。
定
而
道
者
舟
が
出
う

す
る
程
に
勧
進
か
有
う
と
存
し
て
此
様
な
嬉
ひ
事
は
な
い
。
先
爰
元
に
舟
を
か

け
う
。
脇
座
前
に
舟
置
下
居
。

次
第
立
衆

乁
結
し
講
の
末
と
け
て
、
〳
〵
、
清
水
詣
て
急
か
ん

頭
乁
是
は
北
国
方
の
者
て
御
座
る
。
清
水
講
を
結
ん
て
御
座
る
。
講
中
を
同
道

致
し
、
唯
今
都
清
水
へ
と
急
候
。　
立
衆

乁
住
な
れ
し
我
古
里
を
立
出
て
、

〳
〵
、
足
に
任
て
行
程
に
、
〳
〵
、
海
津
の
浦
に
着
に
け
り
。　

乁
急
程
に
海

津
の
浦
に
着
た
。
扨
是
よ
り
舟
て
御
座
ろ
ふ
か
、
但
し
陸
て
御
座
ろ
う
か
。　

乁
皆
々
草
刈

（
マ
マ
）

と
見
へ
て
御
座
る
程
に
舟
か
能
御
座
ろ
う
。　

乁
さ
ら
は
私
の

存
た
舟
頭
か
御
座
る
程
に
舟
を
か
り
ま
せ
う
。
各
々
夫
に
待
つ
し
や
れ
。　

乁

心
得
ま
し
た
。　
楽
屋
え

乁
舟
頭
殿
内
に
御
座
る
か
。　

乁
身
共
を
呼
し
や
る
は

誰
て
御
座
る
。　

乁
身
共
て
御
座
る
。　

乁
イ
ヤ
是
は
都
え
哉
登
ら
せ
ら
る
ゝ

か
。　

乁
中
〳
〵
。
若
い
衆
を
同
道
し
て
都
へ
登
り
ま
す
る
。
皆
清
水
参マ

イ

り
て

御
座
る
か
、
何
れ
も
舟
に
乗
度
と
被
申
ま
す
る
程
に
舟
を
出
し
て
被
下
。　

乁

成
程
心
得
ま
し
た
。
唯
今
出
し
ま
せ
う
。　

乁
夫
は
嬉
敷
御
座
る
。
舟
楽
屋
ヘ
入
、

持
出
ル
。　
頭

乁
皆
々
御
座
る
か
。　
立

乁
是
に
居
ま
す
る
。　

乁
舟
頭
殿
が
舟

を
出
さ
う
と
い
わ
れ
ま
す
る
程
に
待
せ
ら
れ
い
。　

心
得
ま
し
た
。　
シ
テ
柱
先　

乁
さ
あ
〳
〵
。
舟
を
出
し
ま
し
た
程
に
皆
々
乗
せ
ら
れ
い
。　

乁
心
得
て
御
座

る
。
舟
頭
殿
太
儀
て
御
座
る
。　
皆
々
乗
ル
。　

乁
何
れ
も
静
に
乗
せ
ら
れ
い
。　

乁
心
得
ま
し
た
。　

乁
皆
々
乗
せ
ら
れ
た
か
。
舟
を
出
し
ま
せ
う
か
。　

乁

中
々
出
し
て
被
下
。　

乁
心
得
て
お
り
や
る
。　

乁
扨
々
今
日
は
天
気
か
能
て

皆
々
仕
合
て
御
座
る
。　

乁
さ
れ
は
〳
〵
日
和
か
能
う
て
此
様
な
嬉
敷
事
は
御

座
ら
ぬ
。　

乁
扨
是
は
何
れ
も
清
水
へ
参
ら
せ
ら
る
ゝ
衆
て
御
座
る
か
。　

乁

中
々
。
講
中
て
御
座
る
。　

乁
扨
々
奇
特
な
事
て
御
座
る
。
と
お
ひ
所
を
能
参

ら
せ
ら
る
ゝ
の
ふ
。　

乁
大
方
年
々
参
詣
し
ま
す
る
。　

乁
夫
は
信
心
の
深
い

事
て
御
座
る
。　
能
力

乁
イ
ヤ
暇

（「
か
し
こ
」ト
読
ム
カ
）へ道

者
舟
か
見
ゆ
る
。
舟
を
寄
せ
て
勧
進
の

致
う
。
大
勢
の
乗
ね

（
マ
マ
）

じ
や
程
に
勧
進
か
有
う
と
存
る
。
舟
頭
殿
御
太
儀
て
御

座
る
。　
頭

乁
イ
ヤ
今
日
も
勧
進
に
お
出
や
つ
た
か
。　

乁
し
て
是
は
道
者
衆

で
御
座
る
。　

乁
中
々
。
道
者
衆
て
御
座
る
。
今
日
は
日
和
も
能
程
に
道
者
舟

か
数
多
出
う
所
て
其
方
も
仕
合
か
能
お
り
や
ろ
う
そ
。　

乁
其
通
り
て
御
座
る
。

扨
何
れ
も
勧
進
に
入
し
や
る
様
に
云
て
被
下
。
頼
ま
す
る
。　

乁
心
得
て
お
り

や
る
。
申
〳
〵
、
道
者
衆
。
あ
の
人
は
白
髭
の
明
神
と
伊
崎
の
明
神
の
上ウ

ハ

ぶ
き

の
召
る
ゝ
に
付
て
勧
進
を
召
れ
ま
す
る
程
に
何
れ
も
勧
進
に
入
て
や
ら
せ
ら
れ
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い
。　

聞
届
け
て
御
座
る
か
、
何
れ
も
持
合
か
御
座
ら
ぬ
程
に
よ
い
や
う
に
云

て
被
下
。　

心
得
ま
し
た
。
御
坊
御
聞
や
つ
た
か
。　

中
々
。
聞
ま
し
た
か
過

分
の
事
か
と
思
召
そ
う
に
御
座
る
。
少
つ
ゝ
て
も
苦
し
う
御
座
ら
ぬ
程
に
と
ふ

そ
勧
進
に
付
て
被
下
と
い
ふ
て
す
ゝ
め
て
被
下
。　

の
ふ
〳
〵
。
少
つ
ゝ
て
も

入
ら
せ
ら
れ
て
被
下
と
い
わ
れ
ま
す
る
程
に
御
持
合
か
有
ら
は
入
て
や
ら
せ
ら

れ
。　

何
か
扨
あ
ら
は
入
ま
せ
う
か
、
荷
物
を
陸
え
廻
し
て
御
座
れ
は
折
節
是

に
は
一
銭
も
御
座
ら
ぬ
程
に
下
向
道
に
入
ま
せ
う
。　

尤
て
御
座
る
。　

イ
ヤ
、

申
〳
〵
、
下
向
に
は
歩カ

チ

ジ
行
地
を
御
座
ろ
う
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
是
は
白
髭
明
神
と

伊
崎
の
明
神
の
両
社
の
上
葺
て
御
座
る
程
に
勧
進
に
入
て
被
下
。
何
れ
も
道
中

あ
や
ま
ち
な
い
様
に
一
銭
二
銭
つ
ゝ
て
も
入
さ
せ
ら
れ
。
杓
フ
ル
。　

扨
々
其
方

は
聞
分
の
な
い
。
両
社
の
事
じ
や
に
依
て
あ
ら
は
入
う
か
、
爰
に
は
お
り
な

い
。　

何
か
お
れ
き
〳
〵
の
中
に
な
い
と
申
事
か
御
座
ろ
う
か
。
さ
あ
〳
〵
一

銭
二
銭
つ
ゝ
て
も
入
さ
せ
ら
れ
い
。
勧
進
〳
〵
。　

乁
ハ
テ
く
と
い
事
を
い
ふ

人
じ
や
。
無
物
か
何
と
成
物
て
お
り
や
る
。
イ
ヤ
皆
か
ま
わ
つ
し
や
れ
る
な
。�

　

や
い
爰
な
勧
進
坊
主
、
わ
ご
り
よ
は
く
と
ひ
者
じ
や
。
あ
れ
程
断
を
お
し
や

る
に
其
様
に
い
ふ
事
か
有
物
か
。
舟
の
邪
間
し
や
。
お
の
き
や
れ
。　

イ
ヤ
、

わ
ご
り
よ
は
と
ゝ
か
ぬ
。
お
主
も
此
海
上
て
身
を
過
る
て
は
な
い
か
。
仮ケ

リ
ヤ
ウ令

あ

の
衆
は
同
心
な
く
共
す
ゝ
め
て
く
り
や
う
者
か
、
其
様
な
事
か
有
物
か
。　

道

者
衆
此
上
は
有
共
御
無
用
て
御
座
る
。
扨
々
苦
鈍
な
坊
主
し
や
。　

お
主
か
身

共
を
苦
鈍
な
と
云
か
。　

ハ
テ
な
ら
ぬ
事
を
ぐ
ど
〳
〵
と
い
ふ
は
愚
鈍
て
は
無

か
。　

イ
ヤ
其
つ
れ
を
い
わ
ゝ
目
に
物
を
見
せ
る
そ
よ
。　

夫
は
誰
か
。　

身

共
か
。　

お
か
し
ひ
事
を
い
ふ
。
目
に
物
を
見
す
る
と
い
ふ
て
何
程
の
事
か
有

う
そ
。　

ハ
テ
舟
頭
殿
は
腹
を
立
る
人
じ
や
。
此
様
に
云
も
勧
進
か
ほ
し
さ
の

ま
ゝ
し
や
。
其
方
と
い
さ
か
ひ
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
機
嫌
直
し
て
と
も
〳
〵

す
ゝ
め
て
被
下
。
頼
ま
す
る
。
サ
ア
〳
〵
道
者
衆
と
か
く
各
々
さ
へ
勧
進
に
入

さ
せ
ら
る
れ
は
此
云
事
は
御
座
ら
ぬ
。
一
銭
二
銭
て
も
入
ら
せ
ら
れ
い
。
上ウ

ハ

ぶ

き
の
勧
進
〳
〵
〳
〵
。　

乁
道
者
衆
あ
の
様
な
者
に
は
ふ
つ
〳
〵
と
か
ま
わ
つ

し
や
れ
な
。　

乁
フ
ウ
扨
は
し
か
と
其
つ
れ
を
い
わ
ゝ
し
よ
ふ
か
有
か
、
か
ま

ひ
て
身
共
を
う
ら
む
な
よ
。　

乁
何
の
悔
る
事
か
有
う
。　

乁
舟
頭
て
い
ど
い

ふ
か
。
悔
な
よ
。　
頭

乁
何
の
悔
む
事
か
有
う
。　
イ
ロ

乁
恨
な
道
者
。
悔
な
男
。

明
神
に
仕
へ
申
年
行
の
功
を
つ
む
事
一
千
余
ケ
日
、
一
食
だ
ん
食
立
ち
行
居
行
、

ケ
程
の
貴
き
勧
進
聖
に
な
と
か
印
の
な
か
る
べ
き
、
南
無
水
神
〳
　〵
珠
数
ス
ル　

乁
唯
今
迷
惑
せ
う
そ
。　
頭

乁
誠
に
海
上
の
景
色
か
違
ふ
て
御
座
る
。　
早
笛
太

コ
頭
聞
テ　
諷

乁
不
慮

（
マ
マ
）儀

や
沖
の
方
よ
り
も
、
〳
〵
、
大
鮒
一
献
顕
れ
出
て
、
道

者
向
ひ
い
か
れ
る
有
様
、
ま
の
当
り
な
る
き
と
く
哉　
舞
働

ノ
ラ
ス

乁
抑
我
朝
の
味
物
の
数
は
多
け
れ
と
、
中
に
事
成
近
江
の
鮒
の
、
鱠
の
味

こ
そ
勝
れ
た
れ
、
〳
　〵
立
衆

乁
道
者
は
是
を
見
る
よ
り
も
、
か
ゝ
る
奇
特
に

お
と
ろ
き
て
、
十
代
の
刀
や
ぶ
れ
小
袖
、
十
徳
か
た
び
ら
皆
ぬ
き
つ
れ
て
、
勧

進
聖
に
あ
た
へ
け
れ
は
、
鮒
は
悦
お
と
り
つ
れ
て
、
舩
の
綱
を
口
に
く
わ
へ
て
、

ば
つ
く
か
間
を
片
時
か
程
に
、
堅
田
の
浦
に
引
付
て
、
夫
よ
り
都
へ
登
せ
け
り
、

上
壱
人
よ
り
下
万
民
、
〳
〵
迄
、
鮒
お
る
事
社
目
出
度
け
れ

薬
水

来
序

乁
罷
出
た
る
者
は
濃
州
元
須
の
郡
に
住
居
致
す
者
て
御
座
る
。
扨
も
此
か

た
は
ら
に
養
老
の
滝
と
申
て
御
座
候
か
此
滝
坪
よ
り
薬
の
水
涌
出
て
候
と
申
。

此
薬
の
水
を
た
べ
候
え
は
、
老
た
る
者
若
く
な
り
、
ひ
ん
成
者
は
富
貴
に
成
と
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申
。
此
様
な
目
出
度
事
は
御
座
ら
ぬ
。
爰
に
百も

も
と
せ歳

に
及
ふ
祖
父
御
を
持
て
御
さ

る
か
、
殊
外
御
年
も
よ
り
苦
労
に
思
召
ま
ゝ
何
卒
滝
壺
へ
つ
れ
ま
し
て
い
て
薬

の
水
を
す
ゝ
め
て
見
う
と
存
る
。
私
斗
て
も
御
ざ
ら
ぬ
。
爰
に
誰
殿
誰
殿
と
申

て
私
同
前
の
合
孫
か
御
座
る
程
に
相
談
の
致
、
同
道
致
し
て
参
ろ
う
と
存
る
。

誠
に
有
難
事
て
御
座
る
。
今
此
御
代
の
目
出
度
け
け

（
マ
マ
）

は
、
ケ
様
の
薬
の
水
も

涌
出
る
と
申
は
目
出
度
事
て
御
座
る
。
何
角
と
申
内
に
是
し
や
。
先
案
内
を
乞
。

物
申
。
如
常
。　

乁
扨
々
能
こ
そ
御
出
被
成
た
れ
。
今
日
は
何
と
思
召
て
御
出

被
成
た
。　

今
日
参
る
事
別
の
事
て
は
御
座
ら
ぬ
。
こ
な
た
に
は
養
老
の
滝
に

薬
の
水
涌ワ

ク

と
申
事
を
御
聞
被
成
た
か
。
中
々
聞
ま
し
た
か
扨
々
目
出
度
事
て
御

座
る
の
。　

夫
に
付
て
祖
父
子
を
つ
れ
ま
し
て
い
て
薬
の
水
を
進
し
て
み
よ
ふ

と
存
る
か
、
何
と
御
座
ろ
う
。　

是
は
一
段
と
よ
ふ
御
座
ろ
う
。
幸
誰
殿
も
御

出
被
成
て
ご
さ
る
。　

夫
は
幸
の
事
て
御
座
る
。　

是
へ
呼
ま
せ
う
。　

早
う

呼
せ
ら
れ
い
。　

誰
殿
〳
　〵

何
事
て
御
座
る
。　

唯
今
誰
殿
か
御
出
被
成
薬

水
の
事
を
被
仰
ま
す
る
。　

い
か
に
も
暇

（「
か
」ト
読
ム
カ
）
う
承
り
ま
し
た
。　

然
者
御
同
心

て
御
座
る
か
。　

中
々
夫
な
ら
は
祖
父
子
の
方
へ
参
ろ
う
て
は
御
座
る
舞
か
。　

一
段
と
能
う
御
座
ろ
う
。　

先
こ
な
た
衆
か
ら
御
座
る
舞
か
。　

何
か
扨
案
内

の
為
そ
な
た
か
ら
御
座
れ
。
然
ら
は
私
か
ら
参
う
。
こ
う
御
座
れ
。　

心
得
ま

し
た
。　

扨
祖
父
御
か
御
同
心
な
れ
は
能
う
御
座
る
か
の
。　

ケ
様
に
申
も
何

と
そ
御
厚
行
に
も
な
ら
ふ
か
と
存
し
て
申
事
て
御
座
れ
は
御
聞
入
の
な
い
と
申

事
は
御
座
る
ま
い
。
何
角
と
申
内
に
是
て
御
座
る
。
先
案
内
を
乞
ま
せ
う
。　

一
段
と
能
う
御
座
る
。　

い
か
に
祖
父
子
、
孫
共
か
お
見
舞
申
て
御
座
る
そ

や
。　
シ
テ

乁
ヱ
イ
〳
〵
〳
〵
。
お
ゝ
し
を
呼
は
た
そ
ら
。　

乁
ハ
ア
孫
共
か

お
見
舞
申
ま
し
て
御
座
る
。　

何
孫
共
じ
や
。　

中
々
。　

や
れ
〳
〵
能
こ
そ

お
出
や
つ
た
れ
。
祖
父
は
腰
か
い
た
い
程
に
腰
を
懸
る
物
を
お
く
り
や
れ
。�

　

畏
而
御
座
る
。
お
床
木
て
御
座
り
升
る
。　

わ
こ
り
よ
達
は
久
敷
み
へ
な
ん

た
か
、
け
ふ
は
ど
ち
風
か
吹
た
れ
は
わ
せ
た
そ
。　

何
角
と
致
て
得
御
見
舞
申

ま
せ
な
ん
た
。
御
機
嫌
能
て
御
目
出
度
御
座
り
升
る
。　

そ
ち
達
も
息
才
て
嬉

敷
ひ
。　

扨
祖
父
御
に
は
養
老
の
滝
に
薬
の
水
か
涌ワ

キ

ま
す
る
と
申
事
を
御
聞
被

成
ま
し
て
御
座
り
ま
す
る
か
。　

イ
ヽ
ヤ
。
祖
父
は
何
と
も
聞
ぬ
か
、
夫
は
目

出
度
事
し
や
の
。　

則
其
滝
水
を
た
へ
ま
す
れ
は
老
た
る
者
は
若
盛
ん
に
な
り
、

ひ
ん
な
る
者
は
富
貴
す
る
と
申
事
て
御
座
る
に
よ
つ
て
祖
父
子
を
同
道
し
て
参

り
彼
薬
の
水
を
進
せ
よ
ふ
と
存
し
、
孫
共
申
合
て
参
り
ま
し
て
御
座
り
ま
す
る
。

御
出
被
成
ま
せ
う
か
。　

ヲ
ヽ
孝
行
な
孫
共
し
や
。
乍
去
何
程
薬
水
を
呑
た
と

て
此
百モ

々
と
せ
に
及
た
身ヲ

ヽ
ジ共

か
な
ん
の
若
く
成
物
そ
。
其
方
衆
の
心
さ
し
は
過

分
な
れ
共
行
事
は
無
用
に
致
そ
う
。　

イ
ヤ
此
間
も
当
り
の
若
者
か
老
人
を
同

道
し
て
い
て
か
の
水
を
す
ゝ
め
た
れ
は
、
た
ち
ま
ち
わ
か
く
さ
か
ん
に
な
つ
た

と
申
ま
す
る
程
に
ひ
ら
に
御
供
い
た
し
ま
せ
う
。　

ヤ
ア
〳
〵
此
中
も
は
や
若

や
い
た
も
の
か
有
と
い
ふ
か
。　

左
様
て
御
座
り
ま
す
る
。　

夫
な
れ
は
あ
ら

そ
わ
れ
ぬ
事
じ
や
。
祖
父
も
早
う
連
て
居
て
お
く
り
や
。　

心
得
ま
し
た
。　

其
儀
な
ら
は
こ
な
た
お
手
を
引
っ
し
や
れ
。　

心
得
ま
し
た
。　

静
に
御
出
被

成
ま
せ
う
。　

ヲ
ヽ
〳
〵
。　

此
上
お
若
う
御
成
被
成
た
な
ら
は
弥
御
寿
命
御

長
久
て
御
座
ろ
ふ
と
存
し
て
悦
ひ
ま
す
る
。　

被
仰
ら
る
ゝ
通
り
是
程
嬉
敷
事

は
御
座
る
舞
。　

イ
ヤ
何
角
云
内
に
滝
の
元
へ
き
ま
し
た
。　

其
通
り
て
御
座

る
。　

祖
父
御
様
滝
へ
参
り
ま
し
た
。　

ヲ
ゝ
な
ん
と
〳
〵
せ
い
け
つ
な
滝
て

お
り
や
る
の
ふ
。　

い
さ
き
よ
い
滝
て
御
座
り
ま
す
る
。　

先
是
へ
お
こ
し
を

懸
ら
れ
ま
せ
。　

ヲ
ヽ
〳
〵
。
扨
急
て
祖
父
子
へ
水
を
進
し
ま
せ
ふ
。　

能
う
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御
座
ろ
う
。　

さ
あ
〳
〵
薬
の
水
を
上
り
ま
せ
い
。　

と
れ
〳
〵
是
へ
お
く
り

や
。
ヲ
ヽ
心
よ
や
〳
〵
。
殊
の
外
若
や
く
様
に
お
り
や
る
は
。　

左
様
な
ら
は

い
か
程
も
上
り
ま
せ
う
。　

是
へ
く
れ
さ
し
め
。
此
水
は
常
の
水
に
は
替
り
か

ん
ろ
も
か
く
あ
ら
ん
と
お
も
ふ
味
に
て
扨
も
〳
〵
呑
は
呑
程
若
う
な
る
や
う
な
。

心
か
い
そ
〳
〵
す
る
は
。　

左
様
な
ら
は
今
も
一
つ
上
り
ま
せ
い
。

謡
三
人
ト
モ

乁
一
盃
〳
〵
ま
た
一
盃

や
ら
〳
〵
め
て
た
や
〳
〵
な
、
薬
の
水
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
呑タ

ビ

け
れ
は
髪
の
廻
り

髭
の
当
り
か
そ
ゝ
め
い
て
元
の
白
毛ガ

は
ぬ
け
果
て
若
き
児
と
そ
成
に
け
り
。　

上
ノ
衣
装
ヌ
キ
児
姿
ニ
ナ
ル
。

扨
も
〳
〵
ふ
し
き
な
る
哉
。
祖
父
こ
の
児
に
な
ら
せ
ら
れ
た
。　

い
か
様
か
や

う
の
奇
特
は
御
座
る
舞
。　

な
ふ
〳
〵
こ
な
た
は
美
敷
児
に
な
ら
せ
ら
れ
た
。�

　

や
あ
〳
〵
是
は
嬉
し
い
。　

扨
も
〳
〵
目
出
度
事
し
や
。　

イ
ヤ
お
れ
か
す

き
の
ふ
り
鼓
を
た
も
や
。　

さ
れ
は
社
は
や
わ
ん
ざ
を
被
仰
る
ゝ
。　

い
か
に

も
ふ
り
鼓
を
し
ん
じ
ま
せ
う
。　

ゑ
の
こ
ろ
も
た
も
や
。　

何
成
共
進
上
申
う
。

扨
何
と
此
様
子
を
囃
し
ま
し
て
少
う
か
し
ま
せ
ふ
。　

一
段
と
能
御
座
ろ
う
。　

さ
あ
〳
〵
囃
さ
せ
ら
れ
い
。　

心
得
ま
し
た
。　

祖
父
こ
の
、
〳
〵
、
児
に
成

た
を
み
ま
ひ
な
、
〳
〵
。
て
う
ち
〳
〵
あ
は
ゝ
、
か
ふ
り
〳
〵
し
ほ
の
目
。�

　

祖
父
こ
の
、
〳
〵
、
児
に
成
た
を
見
ま
い
な
、
〳
〵
。
あ
た
ま
て
ん
〳
〵
、

目
ゝ
こ
〳
〵
〳
〵
。
や
、
児
に
成
た
を
み
ま
い
な
、
〳
　〵
シ
ヤ
キ
リ　
又
手
車
ニ

乗
入
テ
モ
。猿

聟

乁
キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。
是
は
都
嵐
山
の
ま
し
て
御
座
る
。
此
程
某
か
娘
を
縁
に

付
て
御
座
る
。
今
日
は
最
上
吉
日
な
れ
は
花
聟
殿
か
わ
せ
ら
り
や
う
と
の
内
々

て
御
座
る
。
路
次
庭
の
そ
う
し
を
申
付
う
と
存
る
。
キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。　
太

乁
キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。　

乁
け
ふ
は
最
上
吉
日
な
れ
は
花
聟
殿
の
お
出
や
ろ
う

と
の
内
々
じ
や
。
路
次
庭
の
そ
う
し
を
し
て
お
け
。　

畏
而
御
座
る
。　

聟
殿

か
見
へ
た
ら
は
こ
ち
へ
申
せ
。　

心
得
ま
し
た
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
。　

キ
ヤ
ツ

〳
〵
。　

一
セ
イ

乁
け
ふ
す
て
に
み
つ
の
へ
さ
る
の
日
吉
と
て
聟
入
す
る
こ
そ
嬉
し
け
れ�

　
シ
テ
詞

乁
是
は
和
州
三
吉
野
に
住
居
す
る
ま
し
て
御
座
る
。
け
ふ
は
最
上
吉
日

な
れ
は
聟
入
を
致
う
と
存
し
女
共
を
と
も
な
ひ
都
嵐
山
へ
と
急
候
。　
道
行

乁

三
吉
野
ゝ
、
花
の
梢
を
は
い
出
て
、
切　

〳
〵
、
馬
に
乗
ら
ね
と
車
坂
、
素
袍

は
か
ま
を
着
な
か
ら
も
、
大
口
峠
打
過
て
、
切　

猶
行
末
は
足
な
か
の
、
あ
め

し
ま
き
を
も
よ
そ
に
み
て
、
三
笠
の
山
に
住
居
す
る
、
木
葉
猿
を
も
誘
ふ
な
る
、

嵐
の
山
に
着
に
け
り　
詞

乁
急
間
都
嵐
山
に
着
た
。
先
案
内
を
乞
う
。
キ
ヤ
ツ

〳
〵
〳
〵
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。　

何
角
と
い
ふ
内
に
舅
殿
の
所
は
此
辺
し

や
と
思
ふ
。
汝
案
内
を
乞
へ
。　

畏
而
御
座
る
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。　

キ

ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。　

表
に
案
内
と
有
。
案
内
は
誰
そ
。　

是
は
三
吉
野
ゝ
ま
し

て
御
座
る
。
け
ふ
は
最
上
吉
日
な
れ
は
聟
入
に
参
ら
れ
ま
し
た
。　

や
あ
〳
〵

聟
様
て
御
座
る
か
。　

キ
イ
〳
〵
。
わ
ら
は
も
来
た
と
お
し
や
れ
。　

何
お
こ

う
様
も
御
出
被
成
ま
し
た
か
。　

中
々
。　

其
通
り
申
ま
し
や
う
。
暫
夫
に
お

待
被
成
ま
せ
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。　

何
事
し
や
。　

聟

様
か
御
出
被
成
ま
し
た
。　

何
聟
殿
か
わ
せ
た
。　

お
督
様
も
お
出
被
成
ま
し

た
。　

何
お
こ
う
も
来
た
と
い
ふ
か
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。　

夫
な
ら
は
聟

殿
に
は
こ
う
通
ら
せ
ら
れ
い
と
い
へ
。
お
督
に
は
勝
手
か
ら
通
れ
と
い
へ
。
又
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下
々
の
ま
し
は
長
や
へ
や
つ
て
休
ま
せ
。　

畏
而
御
座
る
。　

キ
ヤ
ツ

〳
〵
〳
〵
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
。
聟
様
は
こ
う
お
通
り
被
成
ま
せ
。
お
こ
う
様
に

は
勝
手
か
ら
お
通
り
被
成
と
申
さ
れ
ま
す
る
。　

夫
な
ら
は
わ
こ
り
よ
か
ら
通

ら
し
め
。　

夫
な
ら
は
わ
ら
は
先
へ
行
ま
せ
う
。
キ
イ
〳
〵
。
と
ゝ
様
久
し
う

御
座
る
。　

能
う
こ
そ
来
た
れ
。
先
こ
う
通
れ
。　

キ
ツ
〳
〵
。　

キ
ヤ
ツ

〳
〵
〳
〵
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
。　

不
案
内
に
御
座
る
。
初
対
面
に
御
座
る
。

早
々
参
る
筈
で
御
座
る
を
何
角
と
ひ
ま
を
致
い
て
遅
り
ま
し
た
。
其
段
は
お
督

に
め
ん
し
さ
せ
ら
れ
て
被
下
。　

内
々
お
ひ
ま
な
し
と
承
り
ま
し
た
。
先
以
今

日
の
御
出
目
出
度
御
座
る
。　

目
出
度
御
座
る
。
此
上
た
の
み
ま
す
る
。　

盃

を
出
せ
。　

キ
ヤ
ツ
〳
〵
〳
〵
。

　
　

�

常
ノ
聟
物
ノ
通
盃
事
有
。「
か
ら
し
〳 

〵
」
モ
有
リ
。
姫
「
キ
イ
〳 

〵
」
ト
云
シ
カ
ル
。
舅
ヘ
戻
ス
。

聟
酌
ニ
立
、
小
謡
。「
猿
子
」
ノ
小
謡
ヲ
諷
ウ
也
。

猿
子
を
い
た
い
て
せ
い
や
ふ
の
か
け
に
隠
ぬ
。
鳥
花
を
ふ
く
ん
て
へ
き
か
ん
の

前
に
お
つ
な
る
も
、
今
更
お
も
ひ
し
ら
れ
た
り
。
花
み
つ
は
い
か
て
か
此
山
に

一
夜
明
さ
ん
。

　
　

�

右
小
謡
の
内
に
太
郎
官
者
立
衆
へ
酒
ツ
ク
。
立
衆
ハ
聟
の
通
ル
時
大
小
間
ヘ
通
リ
、
下
ニ
居
ル
。
樽

持
ノ
タ
ル
ハ
其
時
ニ
太
郎
官
者
ヘ
渡
ス
ト
舅
の
前
へ
持
行
。「
聟
様
よ
り
の
お
も
た
せ
て
御
座
る
」

と
い
ふ
。
舅
「
キ
ヤ
ツ
〳 

〵
〳 

〵
」
ト
受
ル
。
直
ニ
樽
後
見
座
ヘ
引
。

　
　

猿
立
衆
ハ
四
ハ
ヤ
シ
ノ
前
ニ
下
居
ル
。
樽
持
斗
平
座
シ
テ
手
ヲ
組
居
ル
。
笠
ハ
前
ニ
置
ク
。

　
　

�

聟
よ
り
立
衆
ヘ
「
キ
ヤ
ツ
〳 

〵
」
ト
渡
ト
、「
キ
ヤ
ツ
〳 

〵
」
ト
受
テ
小
舞
。
一
番
済
ト
姫
ヘ
盃
を

サ
ス
。
姫
呑
舅
ヘ
戻
ス
。
舅
ウ
ケ
ル
ト
聟
謡
出
ス
。
ム
コ
謡
出
ス
ト
太
郎
官
者
ヘ
盃
渡
ス
。「
キ
ヤ

ツ
〳 

〵
」
ト
小
声
ニ
テ
云
、
後
見
座
ヘ
引
。
姫
ヘ
盃
ノ
時
又
立
衆
ヘ
ツ
キ
廻
ル
。
尤
小
謡
ナ
シ
吉
。

謡
シ
テ

乁
酒
宴
半
の
さ
る
曲
、
〳
〵
、
さ
す
盃
も
度
重
れ
は
、
み
な
御
顔
か
真
赤

に
な
つ
て
、
き
つ
〳
〵
と
な
ら
は
せ
給
ふ
、
面
白
か
り
け
る
風
情
哉
、
〳
　〵

舅
乁
舅
は
是
を
み
る
よ
り
も
、
聟
殿
の
つ
つ
立
上
る
、
舞
の
袂
の
お
も
し
ろ
さ

に
出
せ
る
駒コ

マ

は
何
々
そ　
シ
テ

乁
一
ノ
幣
立
弐
ノ
幣
立
、
三
に
黒
駒
信
濃
お
と

れ
、
舟
頭
殿
こ
そ
ゆ
ふ
け
ん
な
れ
、
泊
り
〳
〵
を
詠
つ
ゝ
、
彼
又
獅
子
と
申
に

は
、
百
済
国
に
而
普
賢
文
殊
の
召
れ
た
る
、
猿
と
獅
子
と
は
お
使
者
の
や
く
、

猶
千
秋
や
万
歳
と
、
俵
を
重
て
め
ん
〳
〵
に
、
〳
〵
、
た
の
し
う
な
る
こ
そ
目

出
度
け
れ鉢

扣

乁
ヶ
様
に
候
者
は
都
に
住
居
す
る
鉢
扣
て
御
座
る
。
我
々
の
朋
輩
今
日
北
野
へ

参
う
と
や
く
そ
く
申
て
御
座
る
。
先
そ
ろ
り
〳
〵
と
参
う
。
旁
々
何
れ
も
と
申

合
て
御
座
る
程
に
追
付
出
ら
る
ゝ
て
御
座
ろ
う
。
皆
々
と
賑
に
同
道
致
し
て
参

詣
致
う
と
存
る
。
先
此
所
て
待
う
。　
笛
ノ
座
下
居
。
サ
カ
リ
ハ
。
一
ノ
松
留
。　
立
頭　

納
ま
れ
る
、
〳
〵
、
都
の
春
の
鉢
扣
、
た
ゝ
き
つ
れ
た
る
一
ふ
し
を
、
茶
せ
ん

召
せ
と
は
や
さ
ん
、
此
茶
せ
ん
召
せ
と
は
や
さ
ん
。

乁
あ
ら
ふ
し
き
や
。
囃
子
物
の
音
か
す
る
。
や
れ
〳
〵
皆
の
衆
か
目
出
度
と
思

わ
れ
て
、
は
や
し
て
出
ら
れ
た
。
な
ふ
〳
〵
お
主
達
は
云
合
て
囃
子
物
て
出
ら

れ
た
よ
。　

其
事
て
御
座
る
。
目
出
度
折
柄
な
れ
は
何
方
も
賑
わ
し
い
か
浦
山

し
う
て
云
合
て
囃
子
物
て
出
て
お
り
や
る
そ
。　

夫
社
目
出
度
け
れ
。
イ
サ
北

野
へ
参
う
。　

ふ
く
べ
の
神
へ
参
ま
せ
う
。　

さ
あ
〳
〵
御
座
れ
〳
〵
。　

心

得
ま
し
た
。　

扨
何
と
思
召
そ
。
何
時
参
れ
共
ふ
く
べ
の
神
の
様
な
有
難
御
社

は
御
座
ら
ぬ
そ
な
ふ
。　

い
か
に
も
被
仰
る
ゝ
通
い
つ
参
て
も
又
参
詣
致
度
と

存
る
は
ふ
く
べ
の
神
て
御
座
る
。　

い
か
に
も
左
様
て
御
座
る
共
。
イ
ヤ
何
角
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申
内
に
お
前
て
御
座
る
。
い
さ
拝
み
ま
せ
ふ
。　

あ
ら
有
難
や
。
い
さ
紅
梅
殿

の
御
前
て
ゆ
る
〳
〵
と
通
夜
を
申
う
。
皆
々
通
夜
を
被
成
。　

心
得
ま
し
た
。　

荒
ふ
し
き
や
。
社
内
か
と
ゝ
め
く
。
先
こ
ち
へ
寄
ら
し
め
。　

心
得
た
。

一
セ
イ
シ
テ

乁
抑
是
は
当
社
天
神
の
末
社
天
下
に
隠
な
き
紅
梅
殿
の
神
と
は
我
事
な

り
。　

是
へ
御
出
被
成
た
は
い
か
様
成
御
方
て
御
座
る
そ
。　

何
と
い
か
成
者

と
ふ
し
ん
す
る
。
我
ふ
く
べ
の
神
と
祝
れ
し
ゆ
へ
鉢
扣
共
信
し
て
あ
ゆ
み
を
は

こ
ぶ
心
さ
し
や
さ
し
け
れ
は
姿
を
拝
ま
せ
ん
為
に
是
迄
出
た
る
そ
と
よ
。　
　

是
は
有
難
う
御
座
り
ま
す
る
。　

先
こ
う
お
通
り
被
成
ま
せ
。　

心
得
た
。　

是
へ
御
腰
を
懸
ら
れ
ま
せ
。　

汝
ら
も
有
難
い
と
思
わ
ぬ
か
。　

是
程
有
難
ひ

事
は
御
座
り
ま
せ
ぬ
。　

扨
神
酒
を
上
ま
せ
う
。　

夫
社
ふ
く
べ
の
神
の
望
所

な
れ
。
神
酒
を
上
い
。
富
貴
栄
花
に
さ
か
へ
さ
せ
う
そ
。　
何
ニ
テ
モ
輪
蔵
ノ
イ
ワ

レ
ト
ウ
モ
有
。　

此
上
ハ
汝
等
謡
舞
て
ふ
く
へ
の
神
を
慰
め
候
へ
。
う
つ
り
舞
に

舞
う
す
る
そ
。　
立
衆
詞
イ
ロ
い
て
〳
〵
さ
ら
は
諷
舞
て
、
紅
梅
殿
を
す
ゝ
し
め
ん
、

〳
　〵
　
鉢
扣
詞
ケ
程
目
出
度
影
向
に
、
逢
社
我
も
嬉
し
け
れ　
シ
テ
ノ
ル　

万
之

事
も
願
ひ
の
ま
ゝ
に
、
た
の
し
み
栄
る
此
御
代
の
、
枝
も
な
ら
さ
ぬ
松
の
風
、

ふ
く
べ
の
神
は
是
迄
成
と
て
返
り
給
へ
は
、
其
時
お
の
〳
〵
袂
に
す
か
り
、
へ

う
た
ん
し
ば
し
留
り
給
へ
と
引
と
め
け
れ
は
、
又
立
帰
り
猶
行
末
を
守
ら
ん
と
、

〳
〵
て
、
我
社
に
こ
そ
帰
り
け
れ

　
　

シ
テ　

乙
面
。
箔
。
唐
織
。
坪
折
。
腰
帯
。
下
袴
。
ナ
シ
打
前
折
。

　
　

ア
ト　

角
頭
巾
。
括
袴
。
十
徳
。
茶
セ
ン
カ
タ
ケ
、
ヘ
ウ
タ
ン
持
。

　
　

立
衆　

�

同
掛
素
袍
。
水
衣
モ
入
テ
吉
。

　
　
　

葛
桶
。【
瓢
箪
の
絵
有
（
一
字
程
度

の
大
き
さ
）】
笹
ノ
葉
ニ
茶
セ
ン
付
ル
。

石
橋

ワ
キ
、
大
江
ノ
さ
た
も
と
。
じ
や
く
ぜ
う
法
師
。
ワ
キ
間
ニ
カ
マ
イ
ナ
シ
。

太
夫
中
入
、
白
楽
天
ノ
如
ク
。
此
乱
上
、
本
ノ
乱
ニ
乱
上
也
。

此
囃
子
太
鼓
頭
取
ゆ
へ
に
、
間
の
乱
上
よ
け
、
つ
ゝ
み
と
ぶ
〳
〵
に
て
出
ル
。

中
入
ノ
謡
ニ
「
や
う
ご
ふ
の
時
節
も
今
い
く
程
に
よ
も
す
き
し
」
ト
謡
、
此

位
ヲ
ト
ツ
テ
、
鼓
打
出
ス
や
う
有
。
口
伝
秘
事
。

早
鼓
ト
ク
ト
知
ら
へ
可
申
事
。

乁
ケ
様
に
候
者
は
天
竺
の
側
に
住
む
伜セ

カ
レ

仙
人
に
て
候
。
我
聖セ

ウ
リ
ヤ
ウ
セ
ン

霊
山
に
莅ノ

ソ
ミ

有
ニ

依
而
度
々
此
橋
の
本
江
来
れ
共
、
未
仙
人
の
通
力
至
ら
ざ
る
に
よ
つ
て
、
石
橋

を
渡
る
事
成
ら
す
望
不
叶
候
。
其
子
細
は
国
土
世
界
に
お
ゐ
て
橋
の
数
多
き
中

に
も
石
橋
と
申
は
人
間
の
渡
せ
る
橋
に
て
な
し
。
唯タ

タ

己ヲ
ノ
レ

と
出
現
し
た
る
石
の

橋
な
り
。
其
長
さ
三
町
に
余
り
、
幅ハ

バ

は
尺
に
も
た
ら
ず
狭セ

マ
キ

な
り
。
輪ソ

リ

た
る
所

を
物
に
た
と
へ
は
、
虹ニ

ジ

の
吹
た
る
形
に
て
雲
に
睽ソ

ビ
ヱ晨
て
見
へ
た
り
。
下
へ
は
数

千
丈
有
て
滝
壺
迄
霧
深
し
て
難
見
、
い
か
程
有
も
知
か
た
し
。
水
の
深
さ
は
何ナ

ン

海カ
イ

も
し
れ
す
。
上
は
滝
の
原
自ク

モ
ヨ
リ雲

落
る
如
く
に
て
嵐
に
ひ
ゝ
き
夥
敷
、
橋
の
石

に
は
苔コ

ケ

茂ム
シ

て
滑ナ

メ
ラ

な
る
所
も
有
。
此
橋
の
本
に
莅タ

ヽ
ズ

ん
て
向
を
見
渡
せ
は
、
目
も

眊ク
レ

肝キ
モ

脱ツ
ブ
レ

足ア
シ
フ
ル
イ振

腰
も
不タ

タ
ズ立

中
々
人
間
の
可
渡
様
も
な
し
。
誠
に
空
を
か
く
る
つ

は
さ
迄
も
羽
を
休
兼
た
る
程
の
け
ん
難
な
れ
は
可
渡
様
な
く
候
。
左サ

霊レ

と
も
向

い
は
文
殊
の
浄
土
に
て
常
に
笙シ

ヤ
ウ
カ哥

の
花
降フ

リ

、
目
の
前
の
奇
特
あ
ら
た
な
れ
は
、

我
も
〳
〵
と
望
を
成
せ
共
石
橋
を
見
て
肝
を
け
し
、
渡
ら
ん
と
云
人
も
な
し
。

去
は
い
か
様
成
貴
僧
高
僧
に
而
も
此
橋
に
莅ノ

ゾ
ン

て
月
日
を
送
る
。
難
行
苦
行
を

し
て
は
仏
力
神
力
を
も
つ
て
渡
る
と
申
か
、
我
等
か
分
と
し
て
難
行
苦
行
も
成
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間
敷
。
元
よ
り
仏
神
の
力
を
持
て
渡
事
も
成
間
敷
候
程
に
、
い
か
程
清セ

ウ

霊リ
ヤ
ウ
セ
ン山

に
望
有
て
も
叶
間
敷
と
存
る
。
乍
去
今
の
身
に
而
こ
そ
不
成
共
、
仙
の
法
至
る

に
お
い
て
は
望
の
叶
ぬ
事
は
有
間
敷
間
、
弥
仙
家
に
入
て
仙
の
法
を
勤
う
と
存

る
。
扨
又
橋
の
由
来
を
尋
る
に
、
天
地
開カ

イ
ビ
ヤ
ク闢
よ
り
こ
の
か
た
雨
露
を
下
し

森シ
ン
ラ羅

万マ
ン
ゾ
ウ像

の
恵
を
受
、
貴
賤
国
土
を
渡
る
。
是
則
天
の
浮
橋
と
云
り
。
何
方
有

難
御
事
に
而
候
そ
。
誠
に
橋
の
名
所
様
々
に
し
て
水
波
の
難
を
遁
れ
、
万
民
難

有
存
る
事
に
而
候
へ
は
、
尺
に
も
た
ら
ぬ
橋
な
り
共
、
渡
せ
る
人
は
仏
神
も
納

受
有
。
此
世
に
而
は
無ム

ヒ悲
の
楽
に
発ホ

コ

り
、
来
世
は
仏
果
に
至
迄
と
申
す
。
さ
れ

は
橋
を
懸
る
は
人
間
の
慈
悲
の
中
の
第
一
と
云
か
、
い
か
成
木
竹
石
の
橋
に
而

も
愚ヲ

ロ
カ

に
て
渡
る
事
に
て
は
な
く
候
や
。
其
方
か
動ど

ゝ

め
く
は
何
事
そ
。
何
と
獅

子
か
出
る
と
申
か
。
是
は
何
と
致
う
そ
。
イ
ヤ
〳
〵
此
所
に
居
た
ら
は
獅
子
の

勢イ
キ
ヲ

い
に
当
て
命
を
失
う
事
も
可
有
。
命
か
有
て
社
清
霊
山
へ
の
望
も
可
成
け

れ
。
命
を
失
ひ
て
は
成
舞
。
急
て
罷
帰
り
随
分
仙
の
法
を
勤
め
、
仙
人
の
通
力

至
る
に
お
ゐ
て
は
、
仙
術
を
以
て
此
石
橋
を
渡
り
、
多
年
の
望
を
叶
ふ
と
存
る
。

先
此
度
は
罷
帰
り
、
ケ
様
に
は
申
せ
共
、
向
な
る　
謡　

文
殊
の
浄
土
に
望
は

残
る
、
又
こ
そ
爰
に
来
ら
め
と
、
勇
を
な
し
て
帰
り
け
り

望
月　
　
狂
言
上
下　

脇
・
供
・
シ
テ
出
ル
。

ワ
キ
望
月
名
乗
テ
呼
出
ス
。　

乁
御
前
に
候
。　

乁
畏
而
候
。　

乁
や
れ
〳
〵
目
出

度
事
哉
。
所
領
委

（
マ
マ
）

叶
ひ
思
召
儘
の
御
下
し
や
。
急
て
御
宿
を
取
申
す
る
に
而

候
。
初
宿
し
や
程
に
能
所
を
取
た
い
か
、
と
れ
を
取
う
す
る
そ
。
イ
ヤ
甲
屋
か

大
き
な
る
宿
し
や
と
聞
た
程
に
、
か
ぶ
と
や
を
取
う
。
い
か
に
此
内
へ
案
内
申

候
。　
シ
テ
笛
ノ
先
ニ
居
ル
。
又
太
コ
座
ニ
モ
居
ル
。

乁
頼
う
た
人
を
お
供
申
て
候
。
一
夜
の
宿
を
御
借
候
ヘ
。　

信
濃
の
国
の
住
人

望
月
秋
長
、
ヤ
、
て
は
お
り
な
い
。　

心
得
申
候
。　

い
か
に
申
候
。
御
宿
を

か
り
申
て
候
。
こ
う
〳
〵
御
通
り
候
へ
。
ワ
キ
座
ニ
着
。
太
刀
ヲ
脇
の
左
ニ
置
、
笛
ノ
上

ニ
下
居
。
シ
テ
「
い
か
に
頼
み
申
候
」。　

乁
誰
に
て
渡
り
候
そ
。
イ
ヤ
亭
主
に
而
候
か
。

何
の
御
用
に
而
候
そ
。
夫
は
近
比
に
て
候
。
ア
ウ
イ
ヤ
又
夫
成
人
達
は
何
者
に

而
候
そ
。　

夫
は
一
段
之
御
地
走
に
て
候
。
夫
に
御
待
候
ヘ
。
其
由
申
上
う
候

へ
し
。　

い
か
に
申
上
候
。
此
家
の
亭
主
、
酒
を
持
て
参
ら
れ
て
候
。　

畏
而

候
。　

こ
う
〳
〵
御
通
り
候
ヘ
。　
前
ノ
所
ニ
下
ニ
居
。　

又
あ
れ
に
候
者
は
此
宿

に
有
め
く
ら
ご
ぜ
に
て
候
。
御
慰
之
為
同
道
申
さ
れ
候
。　

此
方
へ
御
通
り
あ

れ
と
の
御
事
に
而
候
。
い
か
に
是
成
人
何
成
共
面
白
う
一
ふ
し
御
謡
候
ヘ
。　

「
一
万
箱
王
か
親
の
敵
打
た
る
所
ヲ
謡
候
べ
し
」。　

辞
々
夫
は
さ
し
合
か
有
。
余
の
事
を

御
謡
候
ヘ
。　

謡
を
所
望
申
て
候
へ
は
一
万
箱
王
か
親
の
敵
を
打
た
る
所
を
諷

う
と
申
す
程
に
、
さ
し
あ
い
有
と
の
申
事
に
て
候
。　

左
有
は
其
方
次
第
に
御

謡
候
ヘ
。　
「
南
無
仏
敵
を
討
せ
給
へ
や
」
ト
謡
う
。　

子
「
い
さ
う
と
ふ
」。　

ア
ヽ

暫
く
。
か
な
し
や
。　
ト
云
テ
脇
の
前
ヘ
出
ル
仕
形
有
。　
シ
テ
「
何
ヲ
御
さ
わ
き
候
そ
。
い

さ
討
う
と
は
か
つ
こ
を
打
う
と
の
御
事
に
而
候
よ
」。

夫
な
ら
は
夫
と
と
う
お
し
や
ら
い
て
聊
尓
な
事
を
お
し
や
る
程
に
の
。
扨
亭
主

は
何
を
御
舞
候
そ
。　
子
方
獅
子
を
御
所
望
候
ヘ
。　
シ
テ
某
獅
子
舞
た
る
事
は
な
く
候
。　

イ
ヤ
〳
〵
。
お
さ
な
き
人
の
申
さ
る
ゝ
程
に
偽
り
に
て
は
有
間
敷
。
急
て
舞
て

御
め
に
懸
ら
れ
候
ヘ
。　

夫
は
近
比
に
て
候
。　

左
有
は
急
而
御
拵
江
候
ヘ
。　

シ
テ
畏
而
候
。　

や
れ
〳
〵
是
成
お
さ
な
き
人
は
未
幼
少
に
候
か
、
謡
も
能
う
謡

候
。
其
上
か
つ
こ
を
打
て
御
聞
せ
被
成
う
す
る
と
被
仰
候
。
万
能
の
御
方
し
や
。
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亭
主
の
拵
へ
の
間
に
鞨
鼓
を
御
打
候
ヘ
。

　
　
「
日
本
一
ノ
事
に
而
候
。
さ
あ
ら
は
か
つ
こ
の
後
、
獅
子
を
舞
て
御
見
せ
候
ヘ
」
ト
モ
。



353　大蔵流『間習分』
【
解
題
】

　

法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
。
五
〇
12
。
仮
綴
横
本
。
一
二
・
〇
×
一
七
・
二
糎
。

共
紙
表
紙
左
肩
打
付
書
外
題
「
間 

習
分
」。
栗
色
帙
入
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉
紙
。

墨
付
三
十
八
丁
。
片
面
十
二
行
。
目
録
あ
り
。
奥
書
な
し
。
目
録
に
よ
っ
て
所

収
曲
を
記
す
と
以
下
の
通
り
、「
白
楽
天 

鴬
蛙
・
加
茂 

御
田
・
舟
弁
慶 

舟

哥
・
邯
鄲 

傘
之
習
・
衣
装
附
事
・
白
髭 

道
者
・
養
老 

薬
水
・
嵐
山 

猿
聟
・

輪
蔵 

鉢
扣
・
石
橋 

間
・
望
月 
間
・
江
ノ
嶋 

道
者
」（
末
尾
の
「
江
ノ
嶋 

道
者
」
は

目
録
の
み
本
文
な
し
）。「
衣
装
附
事
」
に
は
「
鴬
蛙
・
白
髭
道
者
・
御
田
・
薬
水
・

猿
聟
・
鉢
扣
」
の
順
で
各
役
の
出
立
を
記
す
。
な
お
、「
鉢
扣
」
の
こ
こ
の
記

述
は
簡
略
だ
が
、
後
出
の
「
輪
蔵 

鉢
扣
」
本
文
末
尾
に
詳
し
い
装
束
付
が
あ

る
。
習
物
の
間
狂
言
を
集
め
た
一
書
で
、
替
間
を
多
く
収
め
る
点
が
貴
重
。

「
船
弁
慶 

舟
哥
」
以
外
は
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
台
詞
を
有
し
、
曲
に
よ
っ
て
は

演
技
に
関
す
る
注
記
も
部
分
的
に
も
見
ら
れ
る
（
や
や
細
字
で
記
す
場
合
が
多
い
）。

　

奥
書
は
無
い
が
「
邯
鄲 

傘
之
習
」
の
末
尾
に
「
右
傘
之
邯
鄲
の
儀
は
文
政

四
年
巳
十
二
月
廿
四
日
、
於　

椛
（
マ
マ
）御

殿
江
戸
北
流
隠
居
喜
多
寿
山
老
人
七
拾
七
才

相
勤
ら
れ
、
間
弥
三
郎
相
勤
候
」
と
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
彦
根
藩
二
の
丸

御
殿
（
通
称
、
槻
御
殿
）
で
の
喜
多
寿
山
（
十
代
十
大
夫
盈
親
）
の
演
能
に
関
す
る
付
記

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
の
内
容
と
知
ら
れ
る
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

に
七
十
七
歳
で
没
し
、
文
政
四
年
は
六
十
七
歳
の
は
ず
の
寿
山
の
年
齢
に
齟
齬

が
見
ら
れ
る
の
は
、
誤
認
か
、
誤
写
に
よ
る
も
の
か
存
疑
。
前
掲
の
付
記
に
は

続
き
が
あ
り
、
こ
の
時
が
傘
を
さ
し
て
出
る
形
で
の
〈
邯
鄲
〉
寿
山
初
演
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
狂
言
方
と
申
し
合
わ
せ
た
事
柄
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

間
狂
言
を
勤
め
た
「
弥
三
郎
」
に
注
目
し
た
い
。

　

こ
の
時
期
、
彦
根
藩
に
出
入
す
る
役
者
で
「
弥
三
郎
」
と
言
う
名
の
者
に

「
川
嶋
弥
三
郎
」
な
る
人
物
が
い
る
と
の
ご
教
示
を
宮
本
圭
造
氏
よ
り
得
た
（
彦

根
城
博
物
館
蔵
『
御
役
者
御
指
紙
略
留
』
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
七
月
十
四
日
に
御
用
宿
料
「
八
拾
八

匁
四
分
」
お
よ
び
旅
費
「
弐
百
疋
」
を
下
さ
れ
た
と
し
て
「
川
嶋
弥
三
郎
・
同
市
次
郎
」
の
名
が
見
え

る
）。
こ
の
「
川
嶋
弥
三
郎
」
に
つ
い
て
は
、
稲
田
秀
雄
氏
「
狂
言
番
外
曲
の

伝
承
経
路
─
天
理
堀
村
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
狂
言
作
品
研
究
序
説
―
形
成
・

構
想
・
演
出
─
』
和
泉
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
に
詳
し
く
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
～
弘
化

五
年
（
一
八
四
八
）
に
大
坂
勧
進
能
・
勧
進
狂
言
、
南
都
薪
能
で
の
出
演
が
知
ら

れ
る
、
大
津
在
住
の
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
町
人
役
者
で
あ
る
と
、
そ
の
素
姓
を

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
（
下
）』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）
で

は
、
帙
裏
の
江
島
氏
考
証
メ
モ
に
基
づ
き
、
文
化
三
年
刊
『
乱
舞
人
物
録
』
に

大
坂
和
泉
流
と
あ
る
「
松
川
弥
三
郎
」
か
と
の
推
定
や
、〈
石
橋
〉
が
『
狂
言

集
成
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
、「
舟
哥
」「
薬
水
」
が
和
泉
流
の
小
書
名
で

あ
る
こ
と
等
を
根
拠
に
和
泉
流
間
狂
言
本
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
川
嶋
弥

三
郎
」
の
活
動
時
期
お
よ
び
地
域
を
考
え
る
と
、
本
資
料
で
〈
邯
鄲
〉
の
ア
イ

を
勤
め
た
「
弥
三
郎
」
と
同
人
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
く
、
ひ
い
て
は
本
資
料
全

体
が
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
間
狂
言
本
で
あ
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。

　

作
品
か
ら
も
大
蔵
流
で
あ
る
証
左
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
ま
ず
「
養
老 

薬

水
」
は
、
祖
父
と
そ
の
仲
間
が
連
れ
立
っ
て
滝
へ
出
掛
け
る
和
泉
流
と
は
異
な

り
、
孫
た
ち
が
祖
父
を
滝
へ
連
れ
て
い
く
筋
立
（『
大
蔵
虎
明
本
』
脇
狂
言
之
類
「
や
く

す
い
」
に
同
じ
）
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
「
輪
蔵 

鉢
扣
」
は
、
鉢
叩
が
和
讃
を
唱
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え
念
仏
踊
り
を
す
る
と
瓢
の
神
（
夷
ま
た
は
登
髭
）
が
現
れ
る
和
泉
流
「
鉢
叩
」
と

は
異
な
り
、
鉢
叩
き
が
出
て
も
念
仏
踊
り
の
場
面
は
無
い
形
を
記
す
（『
大
蔵
虎

明
本
』
万
集
類
「
は
ち
た
ゝ
き
」
に
同
じ
。
近
代
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
現
行
「
福
部
の
神
勤
入
」
に
は

和
讃
と
念
仏
踊
り
の
場
面
が
あ
る
）。
ま
た
、
福
部
と
紅
梅
を
同
体
と
見
な
し
、
瓢
の

神
が
「
紅
梅
殿
の
神
と
は
、
我
が
事
な
り
」
と
名
乗
る
大
蔵
流
の
特
徴
も
見
え

る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
曲
に
つ
い
て
も
『
大
蔵
八
右
衛
門
流
能
間
』（
能
楽
研
究

所
蔵
。
資
料
番
号
：2391

）
と
照
合
す
る
こ
と
で
大
筋
の
一
致
が
確
認
さ
れ
る
。『
大

蔵
八
右
衛
門
流
能
間
』
の
所
収
曲
は
「
白
楽
天
間 

鴬
蛙
＊
・
半
蔀 

立
花
供

養
・
藤
戸 

先
陣
・
白
鬚 

道
者
＊
・
江
ノ
嶋 
道
者
・
嵐
山
間 

猿
聟
＊
・
加
茂

間 

御
田
＊
・
八
嶋
間 

那
須
・
舟
弁
慶 

船
唄
＊
・
安
宅
間 

貝
立
・
舟
弁
慶 

白
浪
之
節
・
輪
蔵
間 

鉢
扣
勤
・
道
成
寺
間
・
宝
生
流
道
成
寺
間
・
望
月
間

＊
・
鉢
木 

替
間
・
敦
盛 

脇
語
り
」。
台
詞
を
記
し
た
後
に
、
装
束
付
を
置
き
、

台
詞
に
詳
細
な
型
付
が
傍
記
さ
れ
る
曲
が
多
い
。「
望
月
間
」「
敦
盛 

脇
語

り
」
に
明
治
二
年
十
二
月
の
年
記
が
見
え
、
そ
れ
以
降
の
書
写
と
分
か
る
。
＊

印
は
『
間
習
分
』
に
あ
る
曲
で
、
全
十
七
曲
の
う
ち
六
曲
が
重
な
る
。『
間
習

分
』
よ
り
時
代
が
下
る
た
め
「
輪
蔵
間 

鉢
扣
勤
」
に
は
、
前
述
の
「
福
部
の

神
勤
入
」
の
形
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

管
見
で
は
、
大
蔵
流
の
「
舟
弁
慶 

舟
哥
（
船
唄
）」
の
詞
章
は
『
間
習
分
』

『
大
蔵
八
右
衛
門
流
能
間
』
に
し
か
見
当
た
ら
ず
、
大
蔵
流
に
お
け
る
舟
哥
の

伝
承
を
知
り
得
て
貴
重
で
あ
る
。『
間
習
分
』
に
は
、
ワ
キ
の
流
儀
に
よ
っ
て

船
頭
が
弁
慶
に
所
望
す
る
手
柄
話
が
三
通
り
（
一
ノ
谷
・
鉄
界
か
峯
・
阿
波
の
渡
り
）
示

さ
れ
る
点
な
ど
注
目
さ
れ
る
。『
大
蔵
八
右
衛
門
流
能
間
』
に
つ
い
て
は
、
詳

述
す
る
準
備
が
な
い
が
、
両
書
に
よ
れ
ば
、
幕
末
の
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
で
、

習
と
さ
れ
た
間
狂
言
の
大
概
を
押
さ
え
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

�

（
深
澤
希
望
）


